
あいづわかまつあいづわかまつ
広 報 議 会
あなたの市政を、あなた自身でたしかめましょう

令和６年（2024）
5月1日　No.217

この日は園庭で遊んでいた子
どもたち。滑り台やジャングル
ジムなどの遊具で、お友達と元
気いっぱいに体を動かしていま
した。

園庭遊び園庭遊び
認定こども園認定こども園

ザベリオ学園こども園ザベリオ学園こども園

　　　市民の負託に応える議会へ………… P ２

第562回会津若松市議会定例会 令和６年２月定例会議
令和６年度一般会計予算などを可決……………… P ４
審議結果……………………………………………… P11
賛否一覧、討論……………………………………… P12
一般質問……………………………………………… P13
議会からのお知らせ
臨時会議の結果……………………………………… P19
議会モニターを募集します………………………… P23
市民との意見交換会を開催します………………… P24

目　次

特集

一緒に、すべろう！



市
民
の
負
託
に
応
え
る
議
会
へ

～
予
算
決
算
委
員
会
　
各
分
科
会
の
取
組
状
況
～

市
民
要
望
の
実
現
に
向
け
て

会
津
若
松
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
い
た
だ
い
た
意
見

等
を
も
と
に
政
策
課
題
を
定
め
、
予
算
決
算
委
員
会
各

分
科
会
に
お
い
て
調
査
、
研
究
を
進
め
、
市
長
へ
政
策

提
言
を
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
の
市
議
会
議
員
の
改
選
に
よ
り
、
新
し
い

構
成
と
な
っ
た
予
算
決
算
委
員
会
各
分
科
会
で
は
、
令

和
７
年
７
月
31
日
ま
で
を
期
間
と
し
た
調
査
事
項
を
定

め
、
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

市
民
意
見
を
起
点

に
政
策
づ
く
り

会
津
若
松
市
議
会
で
は
、

市
民
意
見
を
起
点
と
し
た

政
策
立
案
、
政
策
提
言
の

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

湊
地
区
の
意
見
交
換
会

で
は
、
高
校
生
の
通
学
費

用
が
高
額
で
大
変
だ
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
意
見
を
も
と
に
、

課
題
認
識
を
共
有
し
、
予

算
審
査
、
決
算
審
査
、
一

般
質
問
な
ど
を
通
し
て
執

行
機
関
へ
政
策
提
言
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

※�

遠
距
離
通
学
に
対
す
る

支
援
の
質
疑
の
内
容
は
、

Ｐ
６
を
参
照

高
校
生
の
遠
距
離

通
学
支
援
が
実
現

こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
し
て
き
た

「
遠
距
離
通
学
に
よ
り
経

済
的
負
担
が
大
き
い
高
校

生
へ
の
通
学
支
援
」
の
要

望
に
つ
い
て
は
、
市
内
の

高
等
学
校
に
バ
ス
ま
た
は

鉄
道
な
ど
の
定
期
券
を
購

入
し
て
通
学
す
る
世
帯
に

対
し
、
一
定
の
条
件
を
満

た
す
場
合
の
補
助
制
度
が

実
現
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
い
た
だ
い
た

意
見
を
も
と
に
政
策
課
題

を
見
つ
け
、
課
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

予
算
決
算
委
員
会
各
分
科
会

各
分
科
会
で
分
担

し
各
課
題
を
研
究

上
記
の
よ
う
な
市
政
に

関
す
る
重
要
な
課
題
に
対

し
て
、
市
民
福
祉
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
各
分
科
会
で
次
の
よ

う
な
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。

第
１
分
科
会

行
財
政
、
地
域
づ
く
り
な

ど第
２
分
科
会

福
祉
、
教
育
、
防
災
な
ど

第
３
分
科
会

観
光
、
商
工
業
、
農
業
な

ど第
４
分
科
会

都
市
計
画
、
上
下
水
道
な

ど

調
査
方
法

他
自
治
体
等
の
先
進
的

な
事
例
に
つ
い
て
の
調
査

や
大
学
教
授
な
ど
の
学
識

経
験
者
の
講
演
を
受
け
る

こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
法
を
活
用
し
、
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
と
の
意
見

交
換
会
を
開
催
し
、
市
民

意
見
を
も
と
に
政
策
立
案

や
政
策
提
言
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

議
会
は
、
市
政
課
題
等

の
実
現
に
向
け
調
査
活
動

を
深
め
て
い
ま
す
。

※�

各
分
科
会
の
今
期
の
調

査
事
項
に
つ
い
て
は
、

次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で

す
。

（市の事業執行）

図１　政策サイクルのイメージ

市民との意見交換会など

市へ政策提言

予算決算委員会
各分科会等による調査研究

市政の課題解決に向けて、学識
経験者による勉強会や先進地の
研究、委員間での討議などによ
り、調査研究・政策づくりを行
います。

広報広聴委員会で市民意見を整
理し、市政の課題等を発見

事業執行状況の監視・評価

さまざまな
市民意見を
伺います

予算審査や
決算審査を通し
て、事業の状況を
監視・評価

予算審査や
決算審査に
活用します
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予算決算委員会各分科会が調査している事項

第１分科会
（行財政、地域づくりなど）

　財政健全化の観点から、本市の財政分析
や公共施設マネジメントの取組について、
住民自治の観点から住民主体の地域づくり
組織への支援や公共交通について、それぞ
れ調査研究しています。

調査事項① 財政健全化、住民自治

　スマートシティなどのＩＣＴを活用した
取組が市民に役に立つものとなっているの
か、市民福祉の向上につながるデジタル化
について調査研究しています。

調査事項② ＩＣＴと未来社会

庁舎整備や県立病院跡地などのまちの拠
点整備について、計画性や財政負担の面か
ら調査研究しています。

調査事項③ まちの拠点

第２分科会
（福祉、教育、防災など）

　市では、高齢者を対象とした地域包括ケ
アシステムの構築を先行し、その後、障が
い者の社会参加やこどもたちの見守りも含
めた「地域福祉全体の地域包括ケアシステ
ム」の構築を目指しています。本分科会で
は、高齢者福祉を中心に、本市の実情に応
じた地域包括ケアシステムの在り方につい
て調査研究しています。

調査事項① 地域包括ケアシステム

　本市では、ここ数年で義務教育学校や小
規模特認校が設置されるなど、学校環境が
変化しています。少子化が進む中、今後、
子どもたちにとっての最適な教育・学習環
境の整備はどのようにあるべきか調査研究
しています。

調査事項② 新たな学校の在り方

第３分科会
（観光、商工業、農業など）

　農業担い手の減少や高齢化等を踏まえ、
若い世代等へ農業への間口を広めるなど、
担い手の育成を図るとともに、農業所得の
向上と安定化のため、農産物のブランド化
の取組について調査研究しています。

調査事項① 農業の担い手育成と農産物
のブランド化の推進

　インバウンド強化のため、海外における
プロモーションや体験型観光コンテンツの
造成など、交流人口の拡大強化と観光消費
額の確保に向けて調査研究しています。

調査事項② 観光誘客・交流人口の拡大強
化と宿泊滞在型観光の推進

魅力あふれる商店街づくりのため、マチ
イクプロジェクトや空き店舗の有効活用、
創業支援等の重点化等について調査研究し
ています。

調査事項③ 商店街活性化への取組

第４分科会
（都市計画、上下水道など）

本市の除雪は、大雪や少雪など降雪が不
安定な中でどう除雪を行っていくか、除雪
のための人員をどう確保していくかなど、
様々な課題を抱えています。
こうした課題を解決するため、より効率

的で安定した除雪体制づくりや、市と除雪
業者、市民と協力した除雪方法などをテー
マに調査研究しています。

調査事項① 官民連携による降雪対策の
在り方

本市では大雨などの際に、水路の水が道
路に溢れる「溢

いっ

水
すい

」の被害が市街地を中心
に発生しています。
市内で溢水被害が発生しないよう、溢水

の原因や、それを防ぐための対策について
調査研究しています。

調査事項② 市民の安全安心を担保する
ための総合的な雨水対策
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２月定例会議

２月定例会議のあらまし２月定例会議のあらまし

令和６年度予算などを可決
～子ども子育て、都市計画道路等について議論～

　２月定例会議は、２月21日から３月18日までの27日間の会議期間で開かれました。
　今定例会議では、令和６年度の予算や条例改正の議案などが提出されました。これらについては、
本会議での総括質疑後、予算に係る議案は予算決算委員会に、また、条例改正等の議案、請願や陳
情は、総務、文教厚生、産業経済、建設の各委員会に付託され、審査が行われました。
　また、最終日の本会議において、令和６年度一般会計補正予算等が追加提案され、本会議で審議
が行われました。今定例会議に提出された議案等とその審議結果は11ページのとおりです。
　なお、市政全般にわたる市の考えを問う一般質問では、20名の議員が質問を行いました。

市
長
は
、
施
政
方
針
で
、

「
市
民
の
日
常
生
活
や
企

業
の
経
済
活
動
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

的
確
な
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
市
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
・
人
口

減
少
へ
の
強
い
危
機
感
を

持
ち
、
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
支
援
に
よ
る
自
然
増

と
、
若
者
の
地
域
内
定
着

・
流
入
の
促
進
な
ど
に
よ

る
社
会
増
の
取
組
を
柱
と

し
な
が
ら
人
口
減
少
を
緩

和
し
、
未
来
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
り
よ
い
地
域
を
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
が

我
々
の
責
務
と
考
え
て
い

ま
す
。」
な
ど
施
政
に
当

た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え

を
示
し
ま
し
た
。

令和６年度当初予算（千円以下切捨て）

会計名 予　算　額 前年度比令和６年度 令和５年度
一般会計 544億3,500万円 499億3,700万円 9.0％
国民健康保険特別会計 107億8,713万円 105億3,353万円 2.4％
観光施設事業特別会計 1億 773万円 7,059万円 52.6％
地方卸売市場事業特別会計 1億 718万円 9,945万円 7.8％
扇町土地区画整理事業特別会計 12億5,564万円 4億9,365万円 154.4％
介護保険特別会計 127億6,053万円 131億1,738万円 ▲ 2.7％
三本松地区宅地整備事業特別会計 9,394万円 1億 806万円 ▲ 13.1％
後期高齢者医療特別会計 16億2,374万円 15億3,181万円 6.0％
工業団地整備事業特別会計 1億9,981万円 － 皆　増
水道事業会計� （収益的支出） 30億5,290万円 30億3,742万円 0.5％

（資本的支出） 17億8,188万円 18億1,014万円 ▲ 1.6％
簡易水道事業会計� （収益的支出） 2,253万円 2,072万円 8.7％

（資本的支出） 2,476万円 2,202万円 12.4％
下水道事業会計� （収益的支出） 33億1,669万円 33億3,019万円 ▲ 0.4％

（資本的支出） 31億7,522万円 28億 792万円 13.1％

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
構
築
を

市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

　
市
長
は
、
令
和
６
年
度

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

「
物
価
高
騰
の
影
響
や
市

民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

し
な
が
ら
、
第
７
次
総
合

計
画
に
基
づ
く
、
市
民
生

活
の
安
全
・
安
心
の
確
保

や
子
育
て
環
境
の
充
実
、

産
業
振
興
、
人
口
減
少
対

策
を
は
じ
め
と
す
る
地
方

創
生
の
取
組
や
脱
炭
素
化

の
推
進
に
加
え
、
庁
舎
整

備
や
県
立
病
院
跡
地
利
活

用
な
ど
、
将
来
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
推

進
す
る
た
め
、
中
期
財
政

見
通
し
や
市
債
管
理
を
踏

ま
え
た
健
全
な
行
財
政
運

施
政
方
針

施政方針
について
はこちら
から

営
を
図
る
よ
う
編
成
を
行

い
ま
し
た
。」
と
説
明
し

ま
し
た
。

各会計の
予算の概
要につい
てはこち
らから

施政方針を説明する
室井市長
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マークが付いているものは、６～９ページで
審査内容を掲載しています。

令和６年度一般会計予算の事業の一部をピックアップ！

（千円以下四捨五入）第７次総合計画における政策目標別事業費
政策目標１　未来につなぐひとづくり
児童健全育成事業費
（こどもクラブ運営等経費）� 7億1,425万円

指導研究に要する経費
（特別支援教育支援員経費）� 1億439万円
特別支援教育支援員の配置に要する経費

あいづっこ学力向上推進事業費� 4,226万円
学力向上を図るための環境整備に要する経費

政策目標２　強みを活かすしごとづくり
農業担い手支援事業費� 4,991万円
農業担い手の育成・確保や担い手への農地集積等を
図るための経費

観光振興事業費
（会津若松観光ビューロー補助金）� 2,847万円

国際観光推進事業費� 1,223万円
インバウンド向け観光誘客事業に要する経費

政策目標３　安心、共生のくらしづくり
環境都市推進事業費
（脱炭素先行地域推進事業補助金）
� 7億460万円
民間施設等における省エネ改修等の脱炭素推進の取
組に対する支援

緊急減量化対策事業費� 691万円
燃やせるごみの分別と減量の推進化に要する経費

政策目標４　安全、快適な基盤づくり
地域公共交通活性化事業費（中山間地域等高等
学校遠距離通学支援補助金）� 221万円
中山間地域等から市内の高等学校までの通学費に対
する支援

除雪対策事業費� 7億2,364万円
除雪・排雪に要する経費

都市計画街路事業費（藤室鍛治屋敷線事業認可
設計業務委託）� 1,500万円
城前工区における車道拡幅等の整備に係る事業認可
取得に向けた経費

城前団地建設事業費
（令和６年度～７年度継続） � 3億2,467万円
城前団地建替えに係る第6期工事

政策目標５　豊かで魅力ある地域づくり
まちの拠点整備事業費
（県立病院跡地利活用事業）� �8億4,455万円

庁舎建設等事業費
 （令和４年度～６年度継続） � 31億8,757万円

新斎場整備事業費� 4,006万円

未来の働き方創造事業費� 840万円
職員一人一人が生産性の高い働き方を実現させるた
めの業務改革等の推進に要する経費

P6 P6

P7

P8

P8

P9

地方譲与税
4億7,856万円

議会費
3億8,912万円

市税
151億6,900万円

分担金・負担金
2億6,564万円
使用料・手数料
6億4,860万円
繰入金
28億625万円
諸収入
17億646万円
財産収入等
4億6,664万円

自主財源（総額210億6,259万円、構成比38.7％）
依存財源（総額333億7,241万円、構成比61.3％）

地方特例交付金等
9億5,930万円

市債
48億1,930万円

県支出金
42億6,481万円

国庫支出金
93億4,804万円

地方交付税
104億7,580万円

地方消費税交付金
30億2,660万円総務費

97億7,623万円

民生費
213億4,830万円

衛生費
47億2,423万円農林水産業費

14億1,942万円

商工費
13億6,788万円

土木費
45億7,963万円

消防費
15億9,695万円

教育費
50億5,158万円

公債費
40億2,019万円

その他
1億6,147万円

歳出
544億3,500万円

歳入
544億3,500万円

令和６年度一般会計歳入・歳出予算の内訳（千円以下四捨五入）

P　
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議
案
等
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

高
校
生
へ
の
遠
距
離
通
学
支
援
の
対
象
者
は

問　
中
山
間
地
域
等
高
等

学
校
遠
距
離
通
学
支
援
補

助
金
に
お
け
る
対
象
者
や

支
援
内
容
の
周
知
方
法
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
中
山
間
地

域
に
限
定
せ
ず
、
市
内
に

住
所
が
あ
り
、
バ
ス
や
鉄

道
な
ど
の
定
期
券
を
購
入

し
市
内
の
高
等
学
校
に
通

学
す
る
世
帯
で
す
。

支
援
内
容
は
、
月
額
定

期
券
の
場
合
は
、
月
額
の

定
期
代
が
２
万
円
を
超
え

る
額
に
つ
い
て
、
年
額
定

期
券
の
場
合
は
年
額
の
定

期
代
が
14
万
４
千
円
を
超

え
る
額
に
つ
い
て
補
助
し

ま
す
。 議案第４号

令和６年度
一般会計予算

公
共
交
通

～
第
７
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

提
案
さ
れ
た
予
算
を
質
疑
し
ま

し
た
～

※
第
７
次
総
合
計
画
に
お
け
る
政
策
分
野

本
制
度
は
、
高
等
学
校

な
ど
を
通
じ
て
周
知
す
る

こ
と
に
加
え
、
バ
ス
車
内

な
ど
に
チ
ラ
シ
を
掲
示
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
予
算
計

上
は
湊
地
区
か
ら
の
ご
意

見
が
契
機
で
あ
る
た
め
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん
な
と
湊

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
湊
地
区
へ
の

周
知
を
図
る
考
え
で
す
。

令
和
６
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え
方
は

問　
令
和
６
年
度
の
予
算

編
成
と
今
後
の
財
政
見
通

し
を
伺
い
ま
す
。

　
中
期
財
政
見
通
し
と

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算

を
比
較
す
る
と
、
ほ
ぼ
見

込
み
通
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
令
和
７
年
度
以
降
は
、

国
の
動
向
や
物
価
高
騰
な

ど
の
社
会
情
勢
や
会
津
若

松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
に
対
す
る
負
担
金

の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

本
市
で
予
定
し
て
い
る
大

型
事
業
を
着
実
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
毎
年
度
、
中

期
財
政
見
通
し
を
策
定
し
、

財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

問　
国
が
進
め
る
定
額
減

税
に
よ
る
本
市
へ
の
影
響

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

財
政
基
盤

　
定
額
減
税
は
住
民
税

１
万
円
と
所
得
税
３
万
円

の
合
計
４
万
円
が
減
税
さ

れ
る
制
度
で
、
こ
れ
に
よ

り
市
民
税
が
減
収
に
な
る

と
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

定
額
減
税
に
よ
り
減
額
さ

れ
た
分
は
全
額
が
地
方
特

例
交
付
金
に
よ
り
国
か
ら

補
填
さ
れ
ま
す
。
定
額
減

税
し
き
れ
な
い
方
へ
の
給

付
金
の
支
給
に
係
る
事
務

に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
詳

細
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
国
の
状
況
を
注
視
し
、

他
市
の
情
報
も
収
集
し
な

が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
待
機
児
童
へ
の
対
応
は

問　
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
待

機
児
童
の
発
生
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
こ
ど

も
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
数

は
、
令
和
６
年
２
月
末
時

点
で
94
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
待
機
児
童
発
生
の
要

因
と
し
て
、
事
業
実
施
場

所
と
放
課
後
児
童
支
援
員

の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
事
業
実
施
場
所
を
確

保
し
た
も
の
の
、
放
課
後

児
童
支
援
員
を
確
保
で
き

ず
、
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
を
増

設
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

問　
待
機
児
童
へ
の
対
応

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
待
機
と
な
る
場
合
は

受
入
れ
が
可
能
な
他
の
こ

ど
も
ク
ラ
ブ
に
案
内
し
て

い
ま
す
。
学
区
外
の
受
入

れ
可
能
な
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

を
利
用
す
る
児
童
は
い
る

も
の
の
、
環
境
に
な
じ
め

子
ど
も
・
子
育
て

ず
、
年
度
途
中
で
利
用
を

停
止
す
る
事
例
が
あ
り
ま

す
。

問　
待
機
児
童
の
解
消
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
待
機
児
童
の
解
消
に

向
け
、
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
に

お
け
る
受
入
れ
人
数
を
確

保
す
る
た
め
、
放
課
後
児

童
支
援
員
や
事
業
実
施
場

所
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
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学
力
向
上
に
向
け
た
取
組
は

問　
大
戸
小
・
中
学
校
を

小※

規
模
特
認
校
と
し
て
設

置
し
た
こ
と
に
よ
る
効
果

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
他
学
区
か
ら
通
学
す

る
児
童
・
生
徒
に
対
し
て

は
、
小
規
模
教
育
の
特
色

を
生
か
し
た
き
め
細
か
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
戸
地
区
の
児
童

・
生
徒
に
お
い
て
は
、
他

学
区
の
児
童
・
生
徒
と
の

交
流
に
よ
り
、
新
た
な
交

友
関
係
が
生
ま
れ
る
な
ど

の
効
果
が
み
ら
れ
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、
他
学
区

か
ら
大
戸
小
・
中
学
校
に

そ
れ
ぞ
れ
６
名
が
通
学
す

る
予
定
で
す
。

問　
湊
地
区
に
義
務
教
育

学
校
を
設
置
し
た
こ
と
に

よ
る
効
果
と
課
題
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
義
務
教
育
学
校
設
置

の
効
果
と
し
て
、
中
１
ギ

ャ
ッ
プ
の
解
消
や
９
年
間

を
通
し
た
教
育
活
動
な
ど

学
校
教
育

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
課
題

と
し
て
は
、
前
期
課
程
・

後
期
課
程
の
教
職
員
間
に

お
け
る
連
携
強
化
と
、
９

年
間
の
教
育
課
程
で
児
童

・
生
徒
を
育
て
る
こ
と
へ

の
意
識
醸
成
が
必
要
と
認

識
し
て
お
り
、
各
課
程
合

同
に
よ
る
職
員
会
議
や
行

事
開
催
に
よ
り
、
教
育
活

動
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
6
年
度
か

ら
開
校
す
る
湊
学
園
は
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

教
育
活
動
を
進
め
て
い
く

考
え
で
す
。

問　
学
力
向
上
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
特
に
、
中
学
生
の
数

学
の
学
力
向
上
に
向
け
た

取
組
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
か
ら
開
始
す

る
あ
い
づ
っ
こ
数
学
サ
ポ

ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
事
業

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た

湊
地
区
給
水
施
設
の
整
備
状
況
は

問　
令
和
６
年
度
に
東
田

面
地
区
で
市
営
簡
易
水
道

の
配
水
管
布
設
替
工
事
等

を
行
う
理
由
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
湊
地

区
の
三
つ
の
市
営
簡
易
水

道
の
管
路
の
試
掘
調
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
東
田

面
地
区
の
配
水
管
の
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
５
年
度
の
市
簡
易
水

道
整
備
手
法
検
討
調
査
の

結
果
、
今
後
も
東
田
面
地

区
は
独
立
し
た
簡
易
水
道

の
運
営
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
令
和
６
年
度
に

お
い
て
、
管
路
の
測
量
設

計
と
配
水
管
布
設
替
工
事

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

問　
上
馬
渡
地
区
の
民
営

簡
易
水
道
を
市
営
簡
易
水

道
に
統
合
す
る
こ
と
に
対

す
る
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　
上
馬
渡
地
区
の
民
営

上
下
水
道

簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、

運
営
し
て
い
る
上
馬
渡
地

区
か
ら
市
営
簡
易
水
道
へ

の
移
管
に
つ
い
て
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
簡
易
水
道
整
備
手

法
検
討
調
査
業
務
委
託
の

中
間
報
告
で
は
、
水
道
施

設
を
隣
接
す
る
市
営
簡
易

水
道
へ
統
合
す
る
可
能
性

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
て

い
ま
す
。
民
営
簡
易
水
道

を
市
営
簡
易
水
道
に
統
合

す
る
場
合
、
施
設
台
帳
の

整
備
や
老
朽
化
し
た
配
水

管
の
補
修
な
ど
を
地
区
で

行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
ほ
か
、
県
へ
の
申
請

や
寄
附
に
関
す
る
手
続
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

統
合
に
は
一
定
の
時
間
を

要
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
湊
地
区
の
給
水
施
設

の
整
備
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
給
水
施
設
を
利
用
す

る
湊
地
区
の
住
民
か
ら
、

学
習
、
ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
テ

ス
ト
の
活
用
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
法
を
用
い
て
学

力
向
上
の
取
組
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

問　
今
後
の
学
校
運
営
の

在
り
方
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
本
市
で
は
、
中
学
校

区
ご
と
に
学
校
運
営
協
議

会
を
設
置
し
、
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
地
域
と
連
携
し
た
学

校
運
営
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

水
量
の
不
足
や
水
質
へ
の

不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
各
地
区
か
ら
の
相

談
に
応
じ
、
令
和
５
年
度

ま
で
に
揚
水
ポ
ン
プ
や
フ

ィ
ル
タ
ー
の
改
修
、
井
戸

の
増
設
を
行
っ
た
こ
と
で
、

現
在
、
緊
急
的
に
修
繕
が

必
要
な
箇
所
は
な
い
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
各
給
水
施
設
に
対
す

る
今
後
の
市
の
関
わ
り
方

を
伺
い
ま
す
。

　
高
齢
化
や
人
口
減
少

で
、
地
域
で
の
水
道
施
設

の
維
持
が
困
難
で
あ
る
と

の
声
も
あ
り
ま
す
。
令
和

５
年
度
か
ら
は
、
市
と
各

地
区
代
表
者
と
の
話
し
合

い
の
場
を
設
け
て
お
り
、

市
と
地
域
が
各
地
区
の
課

題
を
共
有
し
な
が
ら
、
今

後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
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め
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る
学
校
の
こ
と
。
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観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
求
め
る
役
割
は

問　
地
域
Ｄ※

Ｍ
Ｏ
と
し
て

の
会
津
若
松
観
光
ビ
ュ
ー

ロ
ー
に
求
め
る
役
割
と
支

援
を
伺
い
ま
す
。

　
行
政
で
は
対
応
が
難

し
い
部
分
に
つ
い
て
、
柔

軟
か
つ
迅
速
に
対
応
し
、

多
種
多
様
な
取
組
を
行
う

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
た
め
の
組
織
体

制
が
十
分
に
整
っ
て
い
る

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

外
部
人
材
を
登
用
し
、
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ

な
げ
る
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
い
く
考
え
で
す
。

問　
令
和
６
年
度
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
向
け
た

タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
や
地
域
の

考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
事
業
展

開
に
よ
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
入
込
数
は
増
加
し
て
お

り
、
引
き
続
き
、
タ
イ
や

台
湾
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
と
し

観
光

て
い
く
考
え
で
す
。
近
年

で
は
20
代
か
ら
40
代
の
若

年
層
が
冬
の
リ
ゾ
ー
ト
を

求
め
て
日
本
の
地
方
都
市

を
訪
れ
て
い
る
た
め
、
冬

の
閑
散
期
に
来
訪
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
く
考

え
で
す
。

次
期
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定

の
考
え
方
は

問　
現
在
の
市
公
園
施
設

長
寿
命
化
計
画
に
お
け
る

進
捗
状
況
を
踏
ま
え
た
、

次
期
計
画
策
定
の
考
え
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
現
在
の
公
園
施
設
長

寿
命
化
計
画
で
は
、
当
初
、

平
成
27
年
度
か
ら
令
和
６

年
度
ま
で
の
10
年
間
で
、

公
園
・
緑
地

公
園
施
設
の
更
新
を
31
件

行
う
も
の
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
５
年
度
現
在

の
進
捗
は
、
当
初
の
計
画

に
は
な
か
っ
た
多
目
的
サ

ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場
の

人
工
芝
化
等
も
含
め
、
26

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次

期
計
画
も
引
き
続
き
、
令

和
７
年
度
か
ら
の
10
年
間

を
計
画
期
間
と
し
て
策
定

す
る
考
え
で
あ
り
、
令
和

６
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の

施
設
更
新
の
経
過
や
各
施

設
の
劣
化
損
傷
の
状
況
を

確
認
し
、
施
設
の
健
全
性

や
改
修
の
緊
急
度
な
ど
を

判
定
し
な
が
ら
計
画
の
内

容
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
扇
町
１
号
公
園
を
は

じ
め
と
し
た
扇
町
地
内
の

公
園
の
整
備
方
針
を
伺
い

ま
す
。

　
扇
町
１
号
公
園
を
は

じ
め
と
し
た
扇
町
地
内
の

10
か
所
の
公
園
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

に
お
い
て
、
緑
の
基
本
計

画
の
策
定
に
係
る
業
務
委

託
と
合
わ
せ
、
扇
町
土
地

区
画
整
理
事
業
区
域
内
の

公
園
計
画
策
定
に
つ
い
て

も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
地

区
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
内
容
を
ま
と
め
て

き
た
経
過
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
整
備
内
容
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
内
に
計

画
は
作
成
し
た
も
の
の
、

令
和
５
年
度
に
お
い
て
内

別掲（要望的意見）
扇町地内公園の整備の進め方について
扇町地内にある10か所の公園の整備内容について
は、令和４年度に実施した調査委託業務により一定程
度方向性を示せる状況にあったにもかかわらず、議会
等にはこれまで示されてこなかった。
扇町地内の公園をどのように整備していくのかにつ
いては、市民の関心も高く、今後の市全体における公
園整備の在り方にもつながっていくものと考える。
このことから、扇町地内公園の整備に当たっては、

多くの市民との意見交換・調整を行っていくとともに、
その結果を適宜議会や市民に報告・公開しながら、令
和７年度以降の実施計画策定に向け進めていくよう要
望するものである。

容
を
精
査
す
る
必
要
が
あ

っ
た
た
め
、
進
捗
が
遅
れ

時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
令
和
６
年
度

に
お
い
て
は
、
直
接
的
な

予
算
は
計
上
し
て
い
な
い

も
の
の
、
一
つ
一
つ
の
公

園
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
考
え

方
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
等
を
実
施
し
、

整
備
に
係
る
基
本
計
画
を

策
定
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
公
園
の
実

施
設
計
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
度
以
降
と
な
る
見

込
み
で
す
が
、
遊
具
の
設

置
等
に
当
た
っ
て
は
、
住

民
の
意
見
を
確
認
し
な
が

ら
、
子
ど
も
向
け
の
遊
具

だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
の

方
も
利
用
で
き
る
よ
う
な

遊
具
な
ど
、
現
在
の
公
園

に
求
め
ら
れ
る
整
備
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

※
な
お
本
件
に
つ
い
て
、

議
会
と
し
て
、
別
掲
の
と

お
り
要
望
的
意
見
を
取
り

ま
と
め
、
市
長
へ
提
出
し

ま
し
た
。

8

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は

地
域
の
多
様
な
関
係
者
を

巻
き
込
み
つ
つ
、
科
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
を
取
り
入
れ
た
観

光
地
域
づ
く
り
を
行
う
か
じ

取
り
役
と
な
る
、
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
の
こ
と
。
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都
市
計
画
道
路
藤
室
鍛
冶
屋
敷
線

城
前
工
区
を
設
定
し
た
理
由
は

問　
今
回
新
た
に
都
市
計

画
道
路
を
整
備
す
る
た
め

の
調
査
区
間
と
し
て
城
前

道
路

工
区
を
設
定
し
た
理
由
を

伺
い
ま
す
。

　
第
二
中
学
校
交
差
点

か
ら
若
松
小
田
垣
郵
便
局

交
差
点
ま
で
の
区
間
は
、

鶴
ケ
城
に
隣
接
す
る
道
路

で
あ
り
、
緊
急
輸
送
道
路

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
中
で
も
、
幹

線
道
路
と
し
て
優
先
整
備

を
進
め
て
い
く
路
線
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
県

立
病
院
跡
地
の
整
備
等
に

よ
る
将
来
的
な
交
通
量
の

変
化
を
考
慮
し
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
を
踏
ま
え
、

道
路
整
備
が
必
要
と
の
判

断
か
ら
、
令
和
６
年
度
か

ら
城
前
工
区
と
し
て
新
た

に
都
市
計
画
道
路
整
備
の

事
業
認
可
に
向
け
た
区
間

に
設
定
し
ま
し
た
。

問　
今
回
の
城
前
工
区
に

若
松
小
田
垣
郵
便
局
交
差

点
か
ら
東
の
県
道
会
津
若

松
裏
磐
梯
線
ま
で
の
区
間

を
含
ま
な
い
理
由
を
伺
い

ま
す
。

　
当
該
区
間
の
整
備
の

必
要
性
は
十
分
認
識
し
て

い
る
も
の
の
、
県
立
病
院

跡
地
の
施
設
整
備
が
控
え

て
お
り
、
工
区
の
優
先
順

位
を
考
え
る
と
、
施
設
が

オ
ー
プ
ン
し
た
後
に
工
事

を
行
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

県
立
病
院
跡
地
の
周
辺
の

区
間
に
つ
い
て
優
先
し
て

事
業
認
可
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

城
前
工
区
か
ら
東
側
の
県

道
会
津
若
松
裏
磐
梯
線
ま

で
の
区
間
は
、
事
業
認
可

に
向
け
た
県
と
の
協
議
を

行
い
な
が
ら
、
引
き
続
き

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
、

最
終
的
な
事
業
認
可
の
区

間
に
つ
い
て
決
定
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
な
お
本
件
に
つ
い
て
、

議
会
と
し
て
、
別
掲
の
と

お
り
要
望
的
意
見
を
取
り

ま
と
め
、
市
長
へ
提
出
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
件
と
関
連
し

て
決
議
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。（
12
ペ
ー
ジ
参
照
）

別掲（要望的意見）
まちづくり全体を踏まえた都市計画道路整備の在り方について
都市計画街路事業における事業認可に向け、市が新たに設定した城前工

区は、令和９年度に供用を開始する県立病院跡地における新たな施設整備
を前提とした設計であり、その区間については、小田垣郵便局交差点から
県道会津若松裏磐梯線に接続する約120メートルの区間を含まないものと
なっている上、地域住民等のニーズについても十分な調査が行われていな
いものであった。
都市計画道路は、市のまちづくり全体を俯

ふ

瞰
かん

した上で、長期的な視点を
持って計画的に整備していくべきものと考えることから、藤室鍛冶屋敷線
事業認可設計業務委託における城前工区については、県道会津若松裏磐梯
線までの調査区間の延伸を要望するとともに、事業を進めるに当たって
は、市全体の都市計画道路整備への影響を考慮すること、また、当該事業
が令和９年度までを目途に進められることを踏まえ、事業認可における県
や公安委員会等との協議のほか、影響を受ける周辺の学校や民地所有者等
に対しても十分な説明を行うことを要望するものである。

工
業
団
地
造
成
の
意
義
は

問　
雇
用
創
出
の
取
組
と

し
て
の
工
業
団
地
造
成
の

意
義
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
工
場
の
創
業
に
お
い

て
は
、
製
造
ラ
イ
ン
を
維

持
・
運
営
す
る
た
め
の
上

水
道
、
排
水
等
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
必
要
条
件
で
す
。

こ
れ
ら
を
個
別
に
企
業
に

提
供
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
工
業
団
地
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
で
誘
致
の

可
能
性
が
高
ま
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
の
大
き

な
柱
の
一
つ
で
あ
る
雇
用

創
出
を
進
め
る
た
め
、
工

業
団
地
を
整
備
し
、
積
極

的
に
誘
致
を
進
め
て
い
く

考
え
で
す
。

議案第15号
令和６年度
会津若松市
工業団地
整備事業

特別会計予算

企
業
立
地
・
産
業
創
出 ～

工
業
団
地
整
備
の
た
め

に
、
新
し
く
特
別
会
計
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
～

問　
事
業
用
地
に
お
け
る

土
地
利
用
規
制
解
除
の
見

込
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
事
前
に
法
規
制
に
つ

い
て
確
認
を
行
い
、
規
制

解
除
は
可
能
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
村
地
域
産
業
導
入
実
施

計
画
の
変
更
計
画
の
策
定

に
係
る
業
務
を
専
門
機
関

へ
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、

円
滑
か
つ
確
実
な
事
務
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

あいづわかまつ広報議会　 6．5．19

特

集

審

議

結

果

討

論

賛

否
一
覧

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

議
案
等
の
審
査



案件 請願・
陳情内容

所管委員会の
審査経過および結果

本会議の
審議結果

請願第１号
福島県最低賃金の引上げ
と早期発効について

（請願者）
日本労働組合総連合会福
島県連合会　
会津若松地区連合会
議長　寺岡　毅さん

（紹介議員）
髙梨　浩 議員 他１名

　福島県最低賃
金が、早期に
1,000円に到達
するよう引上げ
を行うことなど
４点の実現を図
るため、関係機
関に働きかけて
ほしい。

　産業経済委員会では、本請願について、願意の
趣旨当然と認められることから、採択すべきもの
と決められました。

採択
　なお、同件名
の意見書案が可
決され、この具
現化を図るため、
下記のとおり関
係行政庁等に意
見書を送付しま
した。

陳情第１号
温泉地域の活性化につい
て

（陳情者）
一般社団法人
東山温泉観光協会　
会長　平賀　茂美さん　
他１名

　市は、温泉街
における魅力的
なまちづくりを
官民一体で実現
していくための
財源として、入
湯税の引上げを
行うことなど４
点の実現を図る
ため、特段の措
置を講じてほし
い。

　産業経済委員会では、一部の委員より賛成の意
見がありました。
〇賛成意見
　魅力的な温泉街づくりに向けた、長期的な取組
を行っていくための財源が、現在の入湯税額では
確保できない。また、アンケート調査の結果から、
納税義務者である旅館・ホテル、税を負担する消
費者の両者から、入湯税の引上げについて理解を
得られていると考えることから、本陳情に賛成す
る。

【審査結果】
　本陳情については、願意の趣旨当然と認められ
ることから、採択すべきものと決められました。

採択

２月定例会議で審査された請願・陳情の審
査の経過と結果をお知らせします。

意見書とは、地方自治
法第99条に基づき、地
方公共団体の公益に関す
ることに関して、議会の
意思を意見としてまとめ
た文書です。議会は、そ
の意見書を国会または関
係行政庁に提出すること
ができます。
今定例会議で可決され

た意見書の内容は、右の
とおりです。

意 見 書 福島県最低賃金の引上げと早期発効について（抜粋）
１　福島県最低賃金が、早期に1,000円に到達するよう引上げを行うこと。
特に、国際情勢に起因する急激な物価上昇や円安の影響により、働く者の
生活はより厳しさを増しており、経済や物価上昇に見合った賃上げが喫緊
の課題となっている現状を踏まえるとともに、政府の新しい資本主義実現
会議において、2030年代半ばまでに最低賃金の全国加重平均が1,500円
となることを目指すとした政府の積極姿勢を重く受け止めること。
２　中小企業等が、原材料価格やエネルギーコストのみならず、最低賃金の
引上げ原資の確保を含めた、適切な価格転嫁による適正な価格設定を行え
るよう、また、それらのサプライチェーン全体での定着に向け、「労務費
の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」の周知徹底と環境整備の充
実・強化を図ること。
　�※その他２点を含め、合計４点のことについて、内閣総理大臣、厚生労働
大臣等関係機関へ意見書を送付しました。

総
括
質
疑
を
行
っ
た

総
括
質
疑
を
行
っ
た

議
員
名
と
項
目

議
員
名
と
項
目

①
原
田　
俊
広 

議
員

・�

つ
な
が
り
づ
く
り
ポ
イ

ン
ト
事
業
費
ほ
か

②
古
川　
雄
一 

議
員

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費

ほ
か

③
松
崎　
新 

議
員

・�

環
境
都
市
推
進
事
業
費

ほ
か

④
成
田　
芳
雄 

議
員

・�

児
童
健
全
育
成
事
業
費

⑤
吉
田　
恵
三 

議
員

・��

会
津
若
松
市
消
防
団
条

例
ほ
か

⑥
譲
矢　
隆 

議
員

・�

地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
事
業
補
助
金
ほ

か
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あいづわかまつ広報議会　 6．5．111

２月定例会議に提出された議案等とその審議結果
番号 件　　　　名

42 国民健康保険特別会計（第
１号）

43 介護保険特別会計（第１号）

44 後期高齢者医療特別会計
（第１号）

以上、原案のとおり可決
38 町の区域の画定について

39 財産の取得について
（小学校指導書）

40 議員の派遣について
（市民との意見交換会）

以上、可決
報　　　　告（２件）

１ 監査の結果報告について

２ 会津若松市障がい者計画に
ついて
諮　　　　問（１件）

1

人権擁護委員候補者の推薦
について
大江　まり子さん

（東年貢二丁目）
意見（同意）

決 議 案（１件）

１
まちづくりを踏まえた都市
計画道路の整備促進に関す
る決議

原案のとおり可決
意 見 書 案（１件）

１ 福島県最低賃金の引上げと
早期発効について

原案のとおり可決。なお、この具
現化を図るため、関係行政庁等へ
意見書を送付しました。

請願・陳情（２件）
請願
１

福島県最低賃金の引上げと
早期発効について

陳情
１ 温泉地域の活性化について

以上、採択

番号 件　　　　名
議　　　　案（41件）

４

令和６年度会津若松市一般
会計予算（以下15号までの
各会計予算は会計名のみ記
載）

５ 水道事業会計
６ 簡易水道事業会計
７ 下水道事業会計
８ 国民健康保険特別会計
９ 観光施設事業特別会計
10 地方卸売市場事業特別会計

11 扇町土地区画整理事業特別
会計

12 介護保険特別会計

13 三本松地区宅地整備事業特
別会計

14 後期高齢者医療特別会計
15 工業団地整備事業特別会計

16

令和５年度会津若松市一般
会計補正予算（第10号）
（以下23号までの各会計補
正予算は会計名のみ記載）

17 水道事業会計（第３号）
18 下水道事業（第３号）

19 国民健康保険特別会計（第
４号）

20 観光施設事業特別会計（第
４号）

21 扇町土地区画整理事業特別
会計（第４号）

22 介護保険特別会計（第４号）

23 後期高齢者医療特別会計
（第４号）

24 会津若松市特別会計条例の
一部を改正する条例

25
会津若松市職員の給与に関
する条例の一部を改正する
条例

26

会津若松市会計年度任用職
員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する
条例

27 会津若松市消防団条例

番号 件　　　　名

28 会津若松市介護保険条例の
一部を改正する条例

29

会津若松市指定居宅介護支
援等の事業の人員及び運営
に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例

30

会津若松市指定地域密着型
サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正す
る条例

31

会津若松市指定地域密着型
介護予防サービスの事業の
人員、設備及び運営並びに
指定地域密着型介護予防サ
ービスに係る介護予防のた
めの効果的な支援の方法に
関する基準を定める条例の
一部を改正する条例

32

会津若松市指定介護予防支
援等の事業の人員及び運営
並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効
果的な支援の方法に関する
基準を定める条例の一部を
改正する条例

33 早乙女貢文化振興基金条例

34
会津若松市市道の構造の技
術的基準を定める条例の一
部を改正する条例

35 会津若松市手数料条例の一
部を改正する条例

36

会津若松市上下水道局会計
年度任用職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条
例

37

会津若松市水道事業給水条
例及び布設工事監督者が監
督業務を行う水道の布設工
事、布設工事監督者の資格
及び水道技術管理者の資格
を定める条例の一部を改正
する条例

41

令和６年度会津若松市一般
会計補正予算（第１号）
（以下44号までの各会計補
正予算は会計名のみ記載）

※�アミかけ部分が採決で賛否が分か
れた案件です。
※�アミかけ以外は全会一致による可
決や採択等を表しています。
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２月定例会議日程
２月21日（水）	 開会日・本会議
	 （施政方針、提案理由説明）
　　26日（月）、27日（火）、28日（水）
	 本会議（一般質問）
　　29日（木）	 本会議（総括質疑）
３月１日（金）	 本会議（総括質疑）
	 予算決算委員会
　　４日（月）	 �総務委員会・産業経済委員会
	 �予算決算委員会第１・第３分

科会
　　５日（火）	 �文教厚生委員会・建設委員会
	 �予算決算委員会第２・第４分

科会
　　６日（水）	 �予算決算委員会第１・第３分

科会�
　　７日（木）	 �予算決算委員会第２・第４分

科会
　　８日（金）	 �総務委員会・産業経済委員会
	 �予算決算委員会第１・第３分

科会
　　11日（月）	 文教厚生委員会・建設委員会
	 �予算決算委員会第２・第４分

科会
　　14日（木）	 予算決算委員会
　　18日（月）	 最終日・本会議
	 （委員会審査報告～表決） 

12

令和６年２月定例会議の賛否一覧　　  ※これ以外の案件等は11ページのとおり全会一致で可決等されています。

会派名　　
議員名

議案等名

議決結果 反
対: 

賛
成

市民クラブ フォーラム会津 公明党 創風あいづ 立憲連合 共 社 夢
平
田

　
久
美

中
川

　
廣
文

柾
屋
奈
津
子

長
谷
川
純
一

髙
橋

　
義
人

小
畑

　
　
匠

小
倉
孝
太
郎

大
竹

　
俊
哉

清
川

　
雅
史

戸
川

　
稔
朗

石
田

　
典
男

笹
内

　
直
幸

内
海

　
　
基

長
郷
潤
一
郎

古
川

　
雄
一

渡
部

　
　
認

大
島

　
智
子

奥
脇

　
康
夫

大
山

　
享
子

吉
田

　
恵
三

村
澤

　
　
智

横
山

　
　
淳

髙
梨

　
　
浩

丸
山
さ
よ
子

松
崎

　
　
新

原
田

　
俊
広

譲
矢

　
　
隆

成
田

　
芳
雄

議案第４号
令和６年度会津若
松市一般会計予算

原案可決 25：2 ○○○○○○○○- ○○○○○○○○○○○○○○○○
　
●
討
●○

※　○は賛成　●は反対　討は討論がなされた案件
※　議長（清川雅史）は採決に加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　共⇒日本共産党　社⇒社会民主党・市民連合　夢⇒夢クラブ　

まちづくりを踏まえた都市計画道路の整備促進に
関する決議
安全で快適な幹線道路ネットワークの形成を目指
し、今後の本市におけるまちづくりを踏まえた都市
計画道路の整備を促進するため、下記の４点を求め
ることを決議する。

記
１　都市計画道路整備事業の実施に当たっては、
市全体の都市計画道路整備への影響を考慮する
こと。
２　城前工区の事業実施に当たっては、整備区間
周辺住民への十分な説明を行うこと。
３　城前工区の区間認可設定に当たっては、県、
公安委員会など関係機関と十分な協議を行うこ
と。
４　城前工区の事業認可設計業務の実施に当たっ
ては、県道会津若松裏磐梯線までを含めた調査
区間とすること。

あると考える場合などに行われます。２月定例会議で
可決された決議内容は下記のとおりです。

決 議 決議とは、議会が行う意思形成行
為で、政治的な効果や議会の意思
を対外的に表明することが必要で

議案第４号　令和６年度会津若松市一般会計予算

反対
　原田　俊広 議員
本予算は、室井市長が選挙で「学校給食費の無償化に向けて取り組みます」と
市民に公約したことがまったく盛り込まれていない公約違反の予算であり、また

現在の保険証を廃止してマイナ保険証に統一するなどしてマイナンバーカード取得を市民
に強制する事業が含まれているなど、問題が多い予算であることから反対します。

　討論は、表決の前に議題になっている案件に
対し、賛成か反対かの自己の意見を表明するこ
とをいいます。なお、２月定例会議の本会議で
討論があったもの全てを掲載しています。
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一 般 質 問一 般 質 問
一般質問は、市の事務事業についてその執行状況及び将来に対する方針を問うも
のです。
２月定例会議においては、20名の議員が個人質問を行いました。その主な内容を、
一人一項目とし、分野別に掲載しました。

映像配信は映像配信は
↓こちら↓こちら

　行 ・ 財 政　

〇多様な性を尊重する環境整備を
丸山さよ子 議員……P14

〇スマートシティは市民主人公で
原田　俊広 議員……P14

〇プレミアムポイントの販売状況は
小倉孝太郎 議員……P14

〇市民への情報発信の在り方は
大山　享子 議員……P14

〇次期総合計画策定に向けた考え方は
髙梨　　浩 議員……P15

〇総合計画の進捗と次期計画の策定は
古川　雄一 議員……P15

〇県病跡地にアリーナ整備の検討を
平田　久美 議員……P15

〇人口減少の歯止めと地域活性化を
成田　芳雄 議員……P15

　生活・環境　

〇会津若松市の災害時の対応は
石田　典男 議員……P16

〇西若松駅での自転車盗難対策は
笹内　直幸 議員……P16

ここが聞きたい ここが聞きたい 　個 人 質 問

　健康・福祉　

〇所得と健康状態との相関関係は
村澤　　智 議員……P16

〇民営簡易水道の修繕等への支援を
吉田　恵三 議員……P16

〇よりよい地域包括ケアシステムを
松崎　　新 議員……P17

　産業・経済　

〇地産地消推進プランの進捗状況は
奥脇　康夫 議員……P17

〇令和６年度からの観光振興策は
渡部　　認 議員……P17

〇少子高齢化・人口減少への対策は
柾屋奈津子 議員……P17

〇（仮称）新工業団地整備の目的は
大竹　俊哉 議員……P18

〇地域計画策定の進捗状況は
譲矢　　隆 議員……P18

　教育・文化　

〇十日市当日はＮＯ宿題ＤＡＹに
内海　　基 議員……P18

〇歴史的風致維持向上計画の活用は
中川　廣文 議員……P18
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問　
検
索
し
に
く
い
と
言

わ
れ
る
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
改
善
と
、
市
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

使
っ
た
情
報
発
信
や
内
容

の
充
実
に
つ
い
て
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
重
要
な
情
報
や
旬

の
情
報
が
目
立
つ
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

利
用
者
が
見
や
す
く
、
検

索
し
や
す
く
な
る
よ
う
、

改
善
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、

プ
ッ
シ
ュ
型
で
の
通
知
や

情
報
を
速
や
か
に
発
信
で

き
る
点
に
お
い
て
有
効
で

あ
る
と
認
識
し
ま
す
。
市

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
対
応

可
能
な
範
囲
で
メ
ニ
ュ
ー

の
増
設
等
を
検
討
し
、
市

民
の
皆
様
の
利
便
性
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

問　
デ
ジ
タ
ル
防
災
ア
プ

リ
の
登
録
者
数
と
今
後
の

活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
会
津
若
松
＋
（
プ
ラ

ス
）
の
機
能
の
一
つ
で
あ

る
デ
ジ
タ
ル
防
災
サ
ー
ビ

ス
の
ア
プ
リ
は
、
登
録
者

が
令
和
６
年
１
月
末
時
点

で
４
２
７
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
機
能

の
充
実
や
利
便
性
の
向
上

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

市
民
へ
の
情
報
発
信

の
在
り
方
は

公
明
党大

山　

享
子 

議
員

問　
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
、
市
民
生
活
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
こ
と
は

必
要
で
す
が
、
現
在
、
国

が
進
め
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
や
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
に
は
、
新
た
な

市
民
格
差
の
拡
大
、
自
治

体
の
公
共
性
の
縮
小
、
自

治
体
独
自
の
施
策
の
削
減
、

個
人
情
報
な
ど
の
市
民
の

権
利
侵
害
と
い
う
問
題
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
本
市

の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取

組
経
過
と
評
価
を
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
に
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
会
津
若
松
を
掲

げ
て
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
等

を
活
用
し
た
取
組
を
進
め

て
き
て
お
り
、
市
民
の
利

便
性
の
向
上
や
行
政
事
務

の
効
率
化
に
寄
与
し
て
き

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
市
民
の
中
に
は
、
市

の
情
報
連
携
基
盤
を
通
じ

て
個
人
情
報
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
へ
の
警
戒

感
が
強
く
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
市
民
参
加
型
の
個

人
情
報
監
視
機
関
を
設
け

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

で
す
か
。

　
市
の
情
報
化
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
会
議
で
も
検
討
し

ま
し
た
が
、
高
度
で
専
門

的
な
知
見
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
現
実
的
に
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は

市
民
主
人
公
で

日
本
共
産
党

原
田　

俊
広 

議
員

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン

ト
の
販
売
状
況
は

問　
会
津
財
布
ア
プ
リ
の

直
近
の
総
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

数
を
伺
い
ま
す
。

　
会
津
財
布
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
登
録

さ
れ
た
方
は
、
令
和
６
年

２
月
13
日
時
点
で
、
１
万

４
２
５
９
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

問　
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン

ト
事
業
の
１
次
募
集
終
了

時
点
で
は
、
１
万
５
３
２

９
セ
ッ
ト
が
売
れ
残
り
ま

し
た
が
、
最
終
的
な
販
売

状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
２
次
募
集
の
購
入
期

間
経
過
後
も
残
部
が
生
じ

た
こ
と
か
ら
、
再
抽
選
を

行
い
販
売
し
ま
し
た
が
、

最
終
的
に
は
４
万
セ
ッ
ト

の
う
ち
、
98
・
47
％
に
相

当
す
る
３
万
９
３
８
９
セ

ッ
ト
を
販
売
し
ま
し
た
。

問　
次
に
同
様
の
消
費
喚

起
事
業
を
行
う
と
き
に
は
、

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
会

津
コ
イ
ン
と
紙
の
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
な
ど
を
併
用

す
る
の
か
見
解
を
伺
い
ま

す
。

　
現
時
点
で
、
同
様
の

消
費
喚
起
事
業
の
実
施
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実

施
す
る
場
合
は
、
今
回
の

事
業
の
効
果
や
課
題
を
踏

ま
え
、
ま
た
、
財
源
や
目

的
な
ど
も
総
合
的
に
勘
案

し
な
が
ら
、
手
法
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
方
が
、
安
心

し
て
利
用
で
き
る
行
政
窓

口
と
な
る
よ
う
、
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
み
ま
す
か
。

　
窓
口
だ
け
で
な
く
全

て
の
職
員
が
、
多
様
な
性

を
理
解
し
、
一
人
ひ
と
り

の
状
況
に
応
じ
た
対
応
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年

度
か
ら
、
多
様
な
性
へ
の

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

配
慮
あ
る
適
切
な
対
応
の

あ
り
方
に
つ
い
て
研
修
を

行
い
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

と
、
性
的
指
向
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
多
様
性
に
寛
容
な
社
会

の
実
現
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

問　
平
成
24
年
９
月
の
厚

生
労
働
省
か
ら
の
通
知
で

は
、
保
険
者
の
判
断
で
被

保
険
者
証
の
性
別
表
記
方

法
を
工
夫
し
て
も
よ
い
と

あ
り
ま
す
が
、
本
市
で
の

取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
証
の
表
面
に
記
載

す
る
性
別
や
氏
名
に
つ
い

て
、
国
の
通
知
に
基
づ
き
、

本
人
か
ら
申
出
が
あ
っ
た

場
合
に
、
戸
籍
上
の
性
別

や
氏
名
を
裏
面
に
記
載
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
周
知

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

多
様
な
性
を
尊
重
す

る
環
境
整
備
を

市
民
ク
ラ
ブ

小
倉　

孝
太
郎 

議
員

立
憲
連
合

丸
山　

さ
よ
子 
議
員

特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

討

論

賛

否
一
覧

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

一
般

質

問

行・財政
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夢
ク
ラ
ブ

成
田　

芳
雄 

議
員

人
口
減
少
の
歯
止
め

と
地
域
活
性
化
を

業
の
定
着
に
つ
な
げ
、
多

様
な
雇
用
機
会
の
創
出
と

就
労
者
や
関
係
人
口
の
維

持
・
拡
大
を
図
り
ま
す
。

問　
令
和
６
年
２
月
、
新

工
業
団
地
基
本
計
画
案
を

発
表
し
ま
し
た
が
、
誘
致

す
る
企
業
の
業
種
や
従
業

員
数
を
伺
い
ま
す
。

　
半
導
体
や
自
動
車
等

の
先
端
産
業
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
成
長
も
の
づ

く
り
分
野
な
ど
の
高
付
加

価
値
企
業
等
の
誘
致
を
推

進
し
、
従
業
員
数
は
５
０

０
人
規
模
の
想
定
で
す
。

問　
本
市
は
、
令
和
６
年

２
月
に
第
３
期
総
合
戦
略

案
を
発
表
し
ま
し
た
が
、

な
ぜ
新
規
企
業
立
地
件
数

を
重
要
業
績
評
価
指
標

（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
と
し
た
の
か

伺
い
ま
す
。

　
新
た
な
企
業
の
立
地

に
よ
り
、
雇
用
の
創
出
や

他
地
域
か
ら
の
転
入
等
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
指
標

と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
オ
フ
ィ
ス
の

Ｉ
Ｔ
企
業
は
、
不
動
産
や

設
備
、
従
業
員
等
へ
の
投

資
額
が
低
く
、
１
社
当
た

り
１
人
か
ら
10
人
程
度
で

気
軽
に
移
転
で
き
ま
す
が
、

そ
の
対
応
へ
の
認
識
を
伺

い
ま
す
。

　
地
域
課
題
の
解
決
や
、

市
民
生
活
の
利
便
性
向
上

に
資
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
等
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

ア
イ
ク
ト
へ
入
居
す
る
企

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

古
川　

雄
一 

議
員

総
合
計
画
の
進
捗
と

次
期
計
画
の
策
定
は

て
、
令
和
３
年
は
１
・
41

で
し
た
。
社
会
動
態
は
、

令
和
12
年
を
目
途
に
プ
ラ

ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
が
、
令
和

４
年
度
は
マ
イ
ナ
ス
３
２

３
人
で
し
た
。

問　
次
期
総
合
計
画
の
策

定
準
備
と
作
業
に
つ
い
て

考
え
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
治
基
本
条
例
に
基

づ
き
、
市
民
の
参
画
を
通

し
て
策
定
す
る
も
の
で
あ

り
、
体
制
や
手
法
等
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　
第
７
次
総
合
計
画
は
、

計
画
期
間
10
年
の
う
ち
残

り
３
年
に
な
り
ま
し
た
が
、

目
標
値
が
未
達
成
の
政
策

分
野
に
つ
い
て
、
実
現
可

能
性
と
取
組
状
況
の
認
識

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
市
民
ニ
ー
ズ
や
生
活
様

式
な
ど
の
変
化
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
引
き
続
き
、
現

状
分
析
と
適
切
な
対
応
策

の
実
施
し
、
施
策
の
推
進

を
図
り
、
目
標
の
達
成
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

問　
人
口
減
少
問
題
に
つ

い
て
は
、
将
来
的
に
10
万

人
程
度
の
長
期
的
な
安
定

人
口
の
実
現
を
目
指
す
と

し
て
い
ま
す
が
、
目
標
に

対
す
る
進
捗
状
況
を
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

令
和
８
年
度
末
ま
で
の
目

標
と
す
る
１
・
８
に
対
し

市
民
ク
ラ
ブ

平
田　

久
美 

議
員

県
病
跡
地
に
ア
リ
ー

ナ
整
備
の
検
討
を

り
組
む
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
や
民
間

事
業
者
と
の
意
見
交
換
、

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な

ど
を
通
し
て
、
導
入
機
能

の
必
要
性
や
課
題
な
ど
を

整
理
し
、
さ
ら
に
本
市
の

財
政
負
担
を
含
め
総
合
的

に
検
討
を
行
い
、
県
立
病

院
跡
地
利
活
用
基
本
計
画

を
策
定
し
て
お
り
、
令
和

９
年
５
月
の
供
用
開
始
に

向
け
て
着
実
に
事
業
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

問　
県
立
病
院
跡
地
は
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
大
切
な
用
地
で
あ
り
、

子
ど
も
の
屋
内
遊
び
場
以

外
に
も
、
冬
季
間
の
屋
内

ス
ポ
ー
ツ
や
自
由
に
遊
べ

る
広
大
な
空
間
を
提
供
す

る
「
場
づ
く
り
」
が
望
ま

れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
子
ど

も
の
屋
内
遊
び
場
を
第
１

期
整
備
と
し
、
そ
の
後
、

鶴
ケ
城
体
育
館
や
文
化
セ

ン
タ
ー
・
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
な
ど
の
代
替
施
設
の

必
要
性
を
考
え
、
第
２
期

整
備
と
し
て
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
機
能
を
持
つ
ア
リ
ー

ナ
施
設
や
屋
根
付
き
広
場

な
ど
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
検
討
を
し
ま
し

た
か
。
ま
た
、
定
期
借
地

権
に
よ
る
民
間
収
益
施
設

を
見
直
し
、
こ
れ
ら
の
施

設
の
整
備
に
計
画
的
に
取

立
憲
連
合髙

梨　

浩 
議
員

次
期
総
合
計
画
策
定

に
向
け
た
考
え
方
は

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
次
期
総
合
計
画
の
基

本
理
念
や
政
策
目
標
を
設

定
す
る
段
階
か
ら
計
画
期

間
も
含
め
て
、
市
民
と
共

に
作
り
上
げ
、
政
策
実
現

を
実
行
で
き
る
市
民
と
の

協
働
の
体
制
づ
く
り
が
必

要
で
は
な
い
で
す
か
。

　
計
画
策
定
中
も
策
定

後
も
続
く
、
市
民
と
の
協

働
の
形
を
見
い
だ
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
次
期
総
合
計
画
で
は
、

人
口
減
少
対
策
や
地
方
創

生
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
に
係
る
基
本
理
念
と
政

策
目
標
を
ど
の
よ
う
に
設

定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す

か
。

　
本
市
の
施
策
全
体
に

係
る
重
要
な
取
組
と
認
識

し
、
次
期
総
合
計
画
で
大

き
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
適

切
に
位
置
付
け
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

問　
次
期
総
合
計
画
で
、

ど
の
よ
う
に
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
政
策
実
現
を
図

ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
参
画
と
協
働
は
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原

則
で
あ
り
、
次
期
総
合
計

画
に
お
い
て
も
、
全
体
を

貫
く
重
要
な
考
え
方
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

計
画
策
定
を
進
め
る
上
で

も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る

特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

討

論

賛

否
一
覧

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

一
般

質

問

行・財政
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フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

笹
内　

直
幸 

議
員

西
若
松
駅
で
の
自
転

車
盗
難
対
策
は

問　
西
若
松
駅
で
の
自
転

車
盗
難
が
多
発
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
の
対
策
を
お

答
え
く
だ
さ
い
。

　
今
後
は
、
駐
輪
場
内

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

照
明
灯
増
設
を
検
討
す
る

ほ
か
、
街
頭
啓
発
回
数
を

増
や
す
な
ど
、
盗
難
防
止

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

問　
西
若
松
駅
西
口
陸
橋

下
の
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、

子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て

の
活
用
や
防
犯
対
策
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
市
の
見
解
を

お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全

・
安
心
に
遊
べ
る
場
と
し

て
利
活
用
で
き
る
よ
う
、

関
係
者
や
地
域
の
皆
様
と

検
討
し
て
い
ま
す
。

問　
西
若
松
駅
西
口
砂
利

敷
地
は
、
除
雪
が
難
し
く
、

車
の
運
転
に
支
障
が
生
じ

事
故
が
起
こ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
事
故
を

防
止
す
る
対
策
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
、
市
の
見
解

を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
敷
地
に
つ
い
て

は
、
日
常
の
維
持
管
理
を

条
件
と
し
て
、
会
津
鉄
道

株
式
会
社
へ
駐
車
場
と
し

て
の
使
用
を
許
可
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
会
津

鉄
道
へ
適
正
管
理
を
お
願

い
し
、
利
用
状
況
を
見
な

が
ら
整
備
の
必
要
性
に
つ

い
て
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

創
風
あ
い
づ

吉
田　

恵
三 

議
員

民
営
簡
易
水
道
の
修

繕
等
へ
の
支
援
を

の
更
新
も
含
め
、
各
地
区

と
丁
寧
に
相
談
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
高
齢
化
に
伴
う
給

水
人
口
の
減
少
や
取
り
巻

く
環
境
、
社
会
的
要
因
も

変
化
し
て
い
る
た
め
、
支

援
制
度
の
在
り
方
に
つ
い

て
調
査
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問　
市
営
の
簡
易
水
道
事

業
経
営
戦
略
の
更
新
時
期

に
合
わ
せ
、
民
営
の
簡
易

水
道
の
公
営
化
を
経
営
戦

略
に
位
置
付
け
る
こ
と
に

つ
い
て
、
考
え
を
お
示
し

く
だ
さ
い
。

　
公
営
化
の
要
望
が
あ

る
民
営
の
簡
易
水
道
に
つ

い
て
、
公
営
化
に
向
け
た

方
向
性
や
改
修
工
事
等
の

事
業
が
定
ま
っ
た
段
階
で
、

経
営
戦
略
へ
の
位
置
付
け

を
検
討
し
ま
す
。

問　
民
営
簡
易
水
道
の
突

発
的
な
修
繕
に
対
す
る
予

算
措
置
等
の
対
応
に
つ
い

て
、
考
え
を
お
示
し
く
だ

さ
い
。

　
民
営
の
簡
易
水
道
や

そ
の
他
の
給
水
施
設
は
、

地
区
で
の
維
持
管
理
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
対
応
と
し
て
は
、
補
助

金
制
度
を
活
用
し
た
施
設

市
民
ク
ラ
ブ

石
田　

典
男 
議
員

会
津
若
松
市
の
災
害

時
の
対
応
は

道
施
設
の
耐
震
化
率
は
、

浄
水
施
設
が
92
・
86
％
、

配
水
池
が
99
・
40
％
、
ポ

ン
プ
場
が
１
０
０
％
で
あ

り
、
基
幹
管
路
の
耐
震
化

率
は
40
・
06
％
、
耐
震
適

合
率
は
48
・
09
％
で
す
。

問　
湊
地
区
に
は
、
市
の

重
要
給
水
施
設
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
の
整
備
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
湊
地
区
へ
の
整
備
は
、

今
後
、
健
康
福
祉
部
と
協

議
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　
災
害
時
応
援
協
定
の

種
類
と
相
手
先
数
を
伺
い

ま
す
。

　
電
気
・
水
道
等
の
応

急
復
旧
に
係
る
土
木
・
測

量
関
係
が
11
件
、
生
活
物

資
等
の
確
保
が
23
件
、
そ

の
他
、
自
治
体
相
互
応
援

や
医
療
分
野
等
が
82
件
、

合
計
１
１
６
件
の
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。

問　
避
難
所
の
収
容
可
能

人
数
を
伺
い
ま
す
。

　
避
難
所
全
体
で
約
１

万
人
の
収
容
が
可
能
で
す

が
、
会
津
盆
地
西
縁
断
層

帯
を
震
源
と
し
た
地
震
が

発
生
し
た
場
合
の
避
難
者

想
定
数
１
万
２
３
０
０
人

に
対
し
て
、
十
分
で
は
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
市
の
水
道
施
設
と
基

幹
管
路
の
耐
震
化
率
を
伺

い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
末
の
水

創
風
あ
い
づ

村
澤　

智 

議
員

所
得
と
健
康
状
態
と

の
相
関
関
係
は

市
の
「
次
期
健
康
わ
か
ま

つ
21
計
画
」
に
お
い
て

も
、「
健
康
寿
命
の
延
伸

・
健
康
格
差
の
解
消
」
を

基
本
目
標
と
し
、
国
、
県

と
連
携
し
て
、
健
康
づ
く

り
の
施
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
社
会
経
済
状
況

と
健
康
状
況
と
の
関
連
に

つ
い
て
は
、
国
内
外
で
研

究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
、
国
や
県
の
施
策
と

連
携
し
、
健
康
状
態
の
改

善
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

問　
教
育
格
差
や
所
得
格

差
な
ど
社
会
的
状
況
の
違

い
に
よ
り
、
健
康
状
態
に

格
差
が
あ
る
、
い
わ
ゆ
る

健
康
格
差
が
出
て
き
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
所
得
格
差
が
一
定

以
上
大
き
く
な
っ
た
結
果
、

健
康
へ
の
影
響
も
大
き
く

な
っ
て
い
る
と
の
研
究
結

果
も
あ
り
ま
す
。
本
市
に

お
い
て
も
、
健
康
づ
く
り

の
取
組
を
進
め
る
上
で
、

所
得
と
健
康
状
態
と
の
相

関
関
係
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
の
か
、
見
解
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
、
県
の
「
次
期
健

康
づ
く
り
計
画
」
で
、
地

域
や
社
会
経
済
状
況
の
違

い
に
よ
る
集
団
の
健
康
状

態
の
差
を
「
健
康
格
差
」

と
定
義
し
、
そ
の
要
因
を

分
析
し
て
格
差
縮
小
を
目

指
す
と
し
て
い
ま
す
。
本

特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

討

論

賛

否
一
覧

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

一
般

質

問

生活・環境健康・福祉
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市
民
ク
ラ
ブ

柾
屋　

奈
津
子 

議
員

少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
へ
の
対
策
は

け
が
重
要
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
は
、

Ｕ
タ
ー
ン
等
移
住
促
進
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、

本
市
の
取
組
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様

に
は
、
離
れ
て
暮
ら
す
家

族
や
友
人
に
「
帰
っ
て
お

い
で
」
と
伝
え
て
ほ
し
い

と
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
よ
り
多
く

の
方
に
本
市
の
魅
力
や
支

援
制
度
等
を
発
信
し
、
Ｕ

タ
ー
ン
や
移
住
者
の
増
加

に
努
め
ま
す
。

問　
会
津
ま
つ
り
の
藩
公

行
列
に
ゆ
か
り
の
地
と
し

て
参
加
し
て
い
る
団
体
の

方
と
地
元
の
関
係
者
を
対

象
に
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
な
ど
を
実
施
し
、
会
津

の
魅
力
を
知
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
再
度
会

津
を
訪
れ
る
契
機
と
す
る

な
ど
、
関
係
人
口
の
拡
大

に
つ
な
げ
る
取
組
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
認
識
を

伺
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
一
般
参
加

枠
で
会
津
藩
公
行
列
に
参

加
す
る
方
を
対
象
と
し
た

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
企
画
す

る
な
ど
、
観
光
客
と
住
民

の
関
係
性
を
高
め
る
機
会

を
創
出
し
、
関
係
人
口
の

拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

問　
移
住
支
援
事
業
の
成

果
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、

地
元
の
学
生
や
そ
の
家
族

へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
の
働
き
か

公
明
党

  

奥
脇　

康
夫 

議
員

地
産
地
消
推
進
プ
ラ

ン
の
進
捗
状
況
は

問　
さ
ら
な
る
地
産
地
消

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

頻
繁
な
購
入
機
会
の
創
出

が
重
要
と
考
え
ま
す
が
、

今
後
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
直
売
団
体

等
に
対
し
、
市
内
で
開
催

さ
れ
る
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
を
周

知
し
、
出
店
を
促
す
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
地
産
地
消

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽�

史
跡
若
松
城
跡
に
つ
い

て
▽
観
光
振
興
に
つ
い
て

問　
地
元
産
農
産
物
の
消

費
拡
大
に
向
け
た
取
組
と

成
果
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
産
地
消
ま
つ
り
等

の
再
開
に
よ
る
、
地
元
産

農
産
物
の
魅
力
発
信
や
、

会
津
版
ジ
モ
ノ
ミ
ッ
ケ
の

導
入
に
よ
る
新
た
な
取
引

の
開
始
な
ど
に
よ
り
、
購

入
機
会
の
創
出
に
つ
な
が

っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
い
づ
食
の
陣

で
は
、
参
加
店
舗
数
が
増

加
し
、
会
津
ブ
ラ
ン
ド
の

認
知
度
向
上
に
効
果
が
あ

り
、
さ
ら
に
、
有
機
栽
培

に
取
り
組
む
団
体
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
ラ
ベ
ル

の
作
成
や
、
果
樹
生
産
農

家
が
自
ら
加
工
・
販
売
を

行
う
た
め
の
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
の
導
入
支
援
な
ど
、
６

次
産
業
化
の
取
組
で
も
一

定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

渡
部　

認 

議
員

令
和
６
年
度
か
ら
の

観
光
振
興
策
は

な
ど
、
幅
広
い
世
代
の

方
々
へ
の
魅
力
発
信
に
努

め
ま
す
。

問　
第
７
回
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ

・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
㏌
会
津
若
松
の

取
組
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
第
７
回
は
、
芦
ノ
牧

温
泉
地
域
で
の
開
催
を
想

定
し
て
お
り
、
令
和
６
年

４
月
以
降
に
本
格
的
に
検

討
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽�

コ
ロ
ナ
禍
の
検
証
と
市

民
生
活
へ
の
影
響

問　
日
本
遺
産
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
㏌
極
上
の
会
津
の

取
組
状
況
と
会
津
三
十
三

観
音
の
魅
力
向
上
に
向
け

た
情
報
発
信
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
令
和
６
年
10
月
26
日
、

27
日
の
開
催
に
向
け
て
、

現
在
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
会

場
や
会
津
地
域
内
に
設
置

す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の

選
定
、
地
域
内
の
周
遊
を

促
す
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ

の
開
発
な
ど
、
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
骨
格
と
な
る
取

組
に
つ
い
て
、
極
上
の
会

津
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会

を
中
心
に
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
津
三
十
三
観

音
め
ぐ
り
に
つ
い
て
は
、

実
際
に
魅
力
を
体
感
し
た

方
々
の
思
い
な
ど
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
構
築
す
る

よ
り
よ
い
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

う
こ
と
が
で
き
る
「
会
津

若
松
市
版　
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
地
域
防
災
や
空

き
家
対
策
、
買
い
物
の
た

め
の
交
通
手
段
の
確
保
な

ど
、
福
祉
分
野
以
外
の
関

係
機
関
と
の
連
携
が
必
要

な
課
題
な
ど
も
把
握
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

ま
ち
づ
く
り
組
織
と
連
携

し
て
取
り
組
む
必
要
性
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
取
組
を
進
め
て
お

り
、
各
種
計
画
の
中
で
具

体
的
な
方
針
を
出
し
て
い

ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
は
、
高
齢
者
福
祉

計
画
か
ら
取
り
組
ま
れ
、

現
在
、
地
域
福
祉
計
画
へ

取
組
が
拡
大
し
て
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
は
、
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
の
事
業
を
含

め
た
、
組
織
、
運
営
の
一

体
的
な
取
組
に
す
べ
き
時

期
に
来
て
い
る
と
考
え
ま

す
が
、
市
の
認
識
を
伺
い

ま
す
。

　
市
の
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
で
は
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
地
域
住
民
や
各
種
団

体
等
と
連
携
し
、
支
え
合

立
憲
連
合松

崎　

新 
議
員

特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

討

論

賛

否
一
覧

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

一
般

質

問

産業・経済

健康・福祉
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市
民
ク
ラ
ブ

中
川  

廣
文 

議
員

歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
の
活
用
は

問　
温
泉
地
域
景
観
創
造

ビ
ジ
ョ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
基
づ
く
、
温
泉
街

の
空
き
旅
館
・
ホ
テ
ル
な

ど
の
景
観
対
策
の
検
討
状

況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
空
き
旅
館
・
ホ
テ
ル

の
解
消
に
向
け
て
取
り
組

む
運
営
体
制
の
確
立
や
跡

地
利
用
の
方
策
、
財
源
確

保
な
ど
に
つ
い
て
、
市
と

温
泉
地
域
の
関
係
者
で
協

議
し
、
庁
内
関
係
部
局
で

も
、
景
観
改
善
等
へ
の
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
へ
の
市
民
参
画
を

ど
う
進
め
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

　
市
民
に
対
し
、
歴
史

ま
ち
づ
く
り
の
取
組
に
関

す
る
情
報
発
信
を
行
い
、

歴
史
の
ま
ち
会
津
の
シ
ビ

ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
す

る
こ
と
で
、
歴
史
資
源
を

生
か
し
た
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

問　
本
計
画
を
活
用
し
、

会
津
の
茶
道
文
化
を
世
界

に
発
信
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
千
家
茶

道
再
興
の
地
と
し
て
茶
道

文
化
が
継
承
さ
れ
、
そ
の

象
徴
で
あ
る
茶
室
麟
閣
に

ま
つ
わ
る
物
語
は
唯
一
無

二
の
も
の
で
あ
り
、
今
後

も
茶
道
文
化
の
発
信
に
努

め
ま
す
。

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

譲
矢　

隆 

議
員

地
域
計
画
策
定
の
進

捗
状
況
は

る
た
め
、
農
地
利
用
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
計

画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

問　
地
域
計
画
を
策
定
し

て
い
な
い
地
域
で
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性

が
な
い
こ
と
を
理
由
に
農

地
法
第
３
条
の
申
請
を
不

許
可
に
で
き
ま
す
か
。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と

の
整
合
性
だ
け
で
な
く
、

農
地
の
利
用
要
件
や
農
作

業
の
常
時
従
事
要
件
、
地

域
と
の
調
和
要
件
等
に
基

づ
き
、
個
別
に
審
査
さ
れ

ま
す
。

問　
策
定
期
限
ま
で
１
年

余
り
と
な
っ
た
農
地
利
用

に
係
る
地
域
計
画
の
進
捗

状
況
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
内
を
18
地
区
に
区

分
し
、
地
区
ご
と
に
策
定

し
て
お
り
、
令
和
５
年
度

ま
で
に
４
地
区
で
の
計
画

策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
の
地
区
は
、
令
和

７
年
３
月
ま
で
の
策
定
を

目
指
し
、
進
め
て
い
ま
す
。

問　
地
域
計
画
が
策
定
さ

れ
な
い
場
合
の
デ
メ
リ
ッ

ト
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
の
補
助
制
度
に
よ

っ
て
は
、
地
域
計
画
策
定

が
採
択
要
件
と
な
る
場
合

が
あ
る
た
め
、
そ
の
活
用

が
困
難
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
令
和
７
年
度

以
降
は
、
農
地
の
利
用
権

設
定
が
、
地
域
計
画
を
基

に
し
た
農
地
中
間
管
理
事

業
の
貸
借
に
一
本
化
さ
れ

市
民
ク
ラ
ブ

大
竹　

俊
哉 
議
員

（
仮
称
）
新
工
業
団

地
整
備
の
目
的
は

業
団
地
の
設
置
は
誰
の
た

め
に
行
う
の
で
す
か
。

　
新
工
業
団
地
整
備
は
、

企
業
誘
致
を
推
進
し
、
雇

用
の
拡
大
と
定
住
人
口
の

増
加
、
市
民
所
得
の
向
上

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
近
隣
自
治

体
等
と
様
々
な
面
で
補
完

し
合
い
な
が
ら
企
業
支
援

の
取
組
を
行
っ
て
お
り
、

地
域
全
体
で
工
業
団
地
整

備
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し

な
が
ら
相
互
に
発
展
す
る

こ
と
で
、
本
市
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

問　
新
工
業
団
地
基
本
計

画
（
案
）
に
つ
い
て
、
予

定
区
画
数
や
雇
用
人
数
は
、

ど
の
程
度
を
見
込
ん
で
い

ま
す
か
。

　
区
画
数
は
、
１
区
画

当
た
り
の
面
積
を
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
未
満
に
設
定
し
、
現
時

点
で
は
７
区
画
程
度
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

雇
用
人
数
に
つ
い
て
は
５

０
０
人
規
模
と
想
定
し
て

い
ま
す
。

問　
子
育
て
支
援
策
や
通

勤
条
件
な
ど
を
考
え
る
と
、

若
い
世
代
の
就
労
者
は
磐

梯
町
や
猪
苗
代
町
に
家
を

建
て
て
住
む
と
思
い
ま
す
。

会
津
若
松
市
は
、
市
民
の

財
が
他
所
に
流
れ
て
も
構

わ
な
い
と
思
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一

般
市
民
は
そ
の
よ
う
に
は

受
け
取
り
ま
せ
ん
。
新
工

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

内
海　

基 

議
員

十
日
市
当
日
は

Ｎ
Ｏ
宿
題
Ｄ
Ａ
Ｙ
に

者
の
仕
事
が
終
わ
る
夕
方

か
ら
出
か
け
る
こ
と
が
多

く
な
り
、
中
学
生
の
場
合

は
、
問
題
行
動
が
起
こ
る

可
能
性
も
考
え
、
教
員
が

午
後
か
ら
十
日
市
の
見
回

り
を
す
る
こ
と
と
な
り
、

負
担
が
増
え
る
た
め
、
午

前
の
み
の
授
業
は
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
が
、「
Ｎ
Ｏ

宿
題
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
の
提
案
に

つ
い
て
は
各
学
校
に
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
会
津
コ
イ
ン
に
つ
い
て

▽
生
活
支
援
に
つ
い
て

問　
十
日
市
に
触
れ
る
機

会
を
増
や
す
た
め
、
小
・

中
学
校
の
授
業
は
午
前
中

ま
で
と
し
、
十
日
市
に
行

き
や
す
く
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
十
日
市
当
日
を
午
前

ま
で
の
授
業
と
す
る
こ
と

は
、
授
業
時
間
数
や
家
庭

環
境
な
ど
、
様
々
な
課
題

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

問　
十
日
市
当
日
を
午
前

ま
で
の
授
業
や
短
縮
授
業

と
す
る
こ
と
が
無
理
な
ら

ば
、
Ｎ
Ｏ
宿
題
Ｄ
Ａ
Ｙ
に

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
見

解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
午
前
の
み
の
授
業
が

で
き
な
く
な
っ
た
要
因
と

し
て
、
共
働
き
世
帯
の
増

加
等
の
家
庭
環
境
の
変
化

が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

午
前
の
み
の
授
業
に
な
っ

た
場
合
、
小
学
生
は
保
護

特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

討

論

賛

否
一
覧

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

一
般

質

問

産業・経済教育・文化
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議案第1号　令和５年度会津若松市一般会計補正予算（第９号）賛否一覧
会派名　　　

議員名

議案等名

議決結果 反
対:

 
賛
成

市民クラブ フォーラム会津 公明党 創風あいづ 立憲連合 共 社 夢
平
田

　
久
美

中
川

　
廣
文

柾
屋
奈
津
子

長
谷
川
純
一

髙
橋

　
義
人

小
畑

　
　
匠

小
倉
孝
太
郎

大
竹

　
俊
哉

清
川

　
雅
史

戸
川

　
稔
朗

石
田

　
典
男

笹
内

　
直
幸

内
海

　
　
基

長
郷
潤
一
郎

古
川

　
雄
一

渡
部

　
　
認

大
島

　
智
子

奥
脇

　
康
夫

大
山

　
享
子

吉
田

　
恵
三

村
澤

　
　
智

横
山

　
　
淳

髙
梨

　
　
浩

丸
山
さ
よ
子

松
崎

　
　
新

原
田

　
俊
広

譲
矢

　
　
隆

成
田

　
芳
雄

議案第１号
令和５年度会津若松市一
般会計補正予算（第９号）

原案可決 22：5 ○○○○○●○○- ○●○○●○○○○○○○○○○○○●●

※　○は賛成　●は反対　討は討論がなされた案件
※　議長（清川雅史）は採決に加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　共⇒日本共産党　社⇒社会民主党・市民連合　夢⇒夢クラブ

特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

討

論

賛

否
一
覧

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

令和６年２月５日に開催された臨時会議では、物価高騰の影響が大きい低所得・子育て世帯に
対する支援給付金や新たなこどもクラブ開設に係る準備経費など４億2,917万６千円の一般会計
補正予算をはじめ、条例改正など３件の議案の審議が行われました。質疑応答がなされました
が、採決の結果、議案第１号は賛成多数で、議案第２号および同第３号は全会一致で原案のとお
り可決されました。

●議案第１号　令和５年度会津若松市一般会計補正予算（第９号）� ４億2,917万６千円
　【補正の内容】

低所得・子育て世帯追加支援給付事業費
（4億2,917万6千円）

住民税均等割のみ課税世帯に対する給付
金並びに住民税非課税世帯および均等割の
み課税世帯の子どもに対する給付金。
児童健全育成事業費（139万9千円）
大戸こどもクラブ開設に係る準備経費。

※ほかに、予備費の減額（▲139万9千円）

議案等の内容 議案の内容について
はこちらから

第562回会津若松市議会定例会

令和６年２月臨時会議
低所得・子育て世帯追加支援
給付事業費等を可決

会議録の検索・閲覧会議録の検索・閲覧 議会映像の配信議会映像の配信

市議会のホームページから会議録の検索・閲覧
ができます。

印刷した会議録による閲覧もできます。
会津図書館、各公民館、議会事務局、

市政情報コーナーで閲覧できます。

ここをクリック

市議会のホームページから議会映像をご覧いた
だけます。

①ライブ映像
定例会議および臨時会議

の本会議ならびに予算決算
委員会の模様をユーチュー
ブライブにより配信します。

②録画映像
定例会議および臨時会議の閉会から

約１か月後に、ユーチューブにより配
信します。

県立病院跡地利活用事業（債務負担行為）
県立病院跡地利活用事業の実施に当たり

債務負担行為を設定。
期　間　令和５年度～令和23年度
限度額　48億8,360万4千円
〔事業内容〕
　設計・建設工事費用�25億2,608万4千円
　維持管理・運営費用� 23億5,752万円

●議案第２号　会津若松市手数料条例の一部を改正する条例
　戸籍法の一部改正に伴う改正措置（戸籍謄本等の広域交付など）。
●議案第３号　会津若松市放課後児童健全育成事業に関する条例の一部を改正する条例
　大戸こどもクラブを設置するための改正措置。
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９
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

10
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

　
　
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

15
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

16
日
●
議
会
評
価
特
別
委
員
会

17
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
産
業
経
済
委
員
会
協
議
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

24
日
●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

26
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

　
　
●
分
野
別
意
見
交
換
会

　
　
　
☝
21
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
あ
り

29
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

　
　
　
政
策
研
究
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
☝
21
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
あ
り

31
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

　
　
●
建
設
委
員
会
協
議
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
４
分
科
会　

　
５
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
２
月
臨
時
会
議

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会

７
日
●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

　
　
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

主
な
議
会
の
動
き

主
な
議
会
の
動
き

主
な
議
会
の
動
き

（
令
和
６
年
１
月
～
３
月
）

用
語
解
説

会
派
・
会
派
室

会
派
と
は
・
・
・

会
津
若
松
市
議
会
基
本

条
例
で
、
政
策
を
中
心
と

し
た
同
一
の
理
念
を
共
有

す
る
議
員
で
構
成
す
る
も

の
を
会
派
と
し
て
規
定
し

て
い
ま
す
。
政
策
決
定
や

政
策
提
言
、
政
策
立
案
等

に
際
し
て
、
会
派
間
で
調

整
を
行
い
、
合
意
形
成
に

努
め
て
い
ま
す
。

会
派
室
と
は
・
・
・

各
会
派
に
所
属
し
て
い

る
議
員
が
本
会
議
や
委
員

会
等
に
出
席
す
る
際
の
待

機
場
所
、
市
政
の
調
査
研

究
に
お
け
る
協
議
や
調
整

の
場
と
し
て
使
用
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
公
務
性
の

1
月

2
月

▼
日
程

　
令
和
６
年
２
月
９
日

▼
内
容

青
森
大
学
社
会
学
部
の

佐
藤
淳
教
授
か
ら
、
議
会

及
び
議
員
の
役
割
や
責
務
、

さ
ら
に
は
住
民
福
祉
の
向

上
に
向
け
た
「
対
話
か
ら

創
る
議
会
改
革
」
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

た
、
Ｓサ

ウ

ン

ド

Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
カ

議
員
研
修
会

議
員
や
議
員
の
役
割
、

責
務
な
ど
を
学
ぶ

ー
ド
を
用
い
て
対
話
す
る

研
修
も
行
い
、
新
た
な
視

点
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ご
講
演
を
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
こ
れ
か
ら
の

様
々
な
議
会
活
動
に
生
か

し
て
い
き
ま
す
。

議員研修会の様子

あ
る
議
員
活
動
を
行
う
場

合
に
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

令和６年１月１日に発生した能登半島地震により、被災さ
れた皆様に対し、心からお見舞い申し上げますとともに、
犠牲になられた方々のご冥福をお祈り申し上げます。
会津若松市議会では、令和６年２月14日付で、議員の有

志による義援金14万５千円を北信越市議会議長会が開設し
ている災害義援金口座へ送金いたしました。

令和６年能登半島地震に対する義援金について

９
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
員
研
修
会

　
　
　
☝
20
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
あ
り

13
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
４
分
科
会

15
日
●
議
会
運
営
委
員
会

20
日
●
議
会
評
価
特
別
委
員
会

21
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
２
月
定
例
会
議
招
集
日

　
　
　
（
日
程
は
12
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　
　
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
総
務
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

　
　
●
文
教
厚
生
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

　
　
●
産
業
経
済
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

　
　
●
建
設
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
４
分
科
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

26
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　１

日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
理
事
会

11
日
●
議
会
運
営
委
員
会

14
日
●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

18
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
２
月
定
例
会
議
最
終
日

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

21
日
●
議
会
評
価
特
別
委
員
会

　
　
　

�

議
会
評
価
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
・
意

見
交
換

　
　
　
☝
21
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
あ
り

28
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

3
月

特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

討

論

賛

否
一
覧

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ
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多くの議員が聴講しました

財政セミナーを開催
～国の動向を学び、本市財政を分析～

た。セミナーで得られた知見を今後の審査や調査研究
に生かしていきます。

講演内容のポイント
◎近年の本市の財政状況はおおむね健全な状態である
◎�今後、全国的にインフラの更新費用の増額が見込ま
れる

◎�人口が減少している中で、現状を維持していくため
には工夫しながら財政運営をしていく必要がある

第３分科会が分野別意見交換会を開催
～会津若松観光ビューローと意見交換～

令和６年１月26日に、産業経済委員会の委員からなる予算決算委員会第３分科会が、一般財
団法人会津若松観光ビューローのみなさんと観光誘客・交流人口の拡大強化と宿泊滞在型観光の
推進について意見交換会を開催しました。今後の審査や調査研究に生かしていきます。

主な意見交換の内容
◎�若松城整備の財源確保のためにも、天守閣入場料の金額の
妥当性について今後検討していきたい。
◎�近年における旅行者の変化や観光ニーズの多様化、デジタ
ル技術が急速に進展している中で観光誘客を図っていくた
めには、着地型観光の推進が不可欠であり、そのために
は、観光プロモーションや、受入環境の整備など地域が一
体となって取り組んでいく必要がある。

令和６年１月29日に、総務委員会の委員からなる予算決算委員会第１分科会が財政セミナーを
開催しました。一橋大学 大学院法学研究科 教授　辻 琢也 氏を講師に迎え、国と地方との関係
からみる令和６年度の地方財政に関する考え方や、本市の財政分析についてご講演いただきまし

様々な資料を活用して、評価の
あり方を検討しています

議会評価特別委員会
～議会評価を住民福祉の向上につなげていきます～

れてきたかという経過や、その政策が住民の皆さんにどのよう
に役立ったのかという結果なども含めた、市政への議会の関わ
り方の評価も行い、よりよい市政や議会になるよう生かすこと
ができる制度となるよう検討を進めています。
令和６年３月21日には、議会の評価に詳しい、大正大学の江
藤俊昭教授をお招きして、議会評価に関するセミナーや意見交
換を行いました。セミナーでは、市の政策や住民自治を含めた
評価の必要性や、議会としてのあるべき姿を目指した評価のあ
り方などをご教授いただきました。
今後もより良い市議会を目指して検討を進めていきます。

現在、議会評価特別委員会では、会津若松市議会の議会活動のあり方を評価する「議会評価」
の方法について検討を行っています。
議会評価は、議会や議員の活動を評価するだけではありません。市の政策がどのように進めら

意見交換会の様子
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各 委 員 会 行 政 調 査 報 告各 委 員 会 行 政 調 査 報 告
さまざまな行政課題の解決や議会運営の参考とするため、委員会ごとに他自治体を調査していま

す。令和５年度の各委員会の調査の主な内容は次のとおりです。

［令和６年１月18日・19日］
◇東京都武蔵野市　◇東京都三鷹市
　・市民協働のまちづくりに関する取組
〇調査結果
市民活動の拠点
や支援について調
査しました。両市
とも市民活動を支
援するに当たって、
拠点となる施設が
あり活用していました。
支援について三鷹市では、まちづくりに参
加していた市民が市民スタッフとなり三鷹市
市民協働センターの運営に参加していました。
そのため市民活動団体に対して活動や交流の
アドバイスをする等まちづくりへの意識が高
まっていました。本市は、まちづくりに向け、
第三者支援組織のあり方を検討していくこと
としています。議会は、さらに第三者支援組
織について調査研究を進めていきます。

総 務 委 員 会
［令和６年１月25日・26日］
◇千葉県市川市　・�小中一貫校など新しい学

校の取組
◇千葉県浦安市　・�地域包括ケアシステムの

取組
〇調査結果
市川市では、少

子化などの社会情
勢に応じた施設一
体型学校運営を行
っており、新しい
学校の在り方の取
組を積極的に行っていました。
浦安市では、市民大学を修了した市民によ

り設立された団体が主体となって、介護予防
事業を行っていました。
当委員会では、両市の取組を参考にし、引

き続き、最適な教育・学習環境の整備と地域
の実情に応じた地域包括ケアシステムの在り
方について、調査研究を進めていきます。

文教厚生委員会

［令和６年１月23日・24日］
◇東京都八王子市・日本遺産の活用と発信
◇東京都青梅市　・�中心市街地活性化の取組
〇調査結果
八王子市では、駅ビル内に日本遺産センタ
ーを開設し、情報発信拠点として活用しなが
ら構成文化財の訴求力強化に取り組んでいま
した。
青梅市では、まちづくり会社が空き物件オ
ーナーと開業希望者のマッチングをサポート
する取組を行っており、2013～2021年の間
で新規開業数が廃業数を上回る実績となって
いました。
本市と似た課題の解決に挑む両市の取組を

参考としながら、
本市の観光・産業
振興に向けて、引
き続き調査研究を
進めていきます。

産業経済委員会
［令和６年１月18日・19日］
◇静岡県沼津市　◇埼玉県加須市
　・�豪雨等による市街地の内水浸水対策の取

組
〇調査結果
　沼津市では、豪雨などの際に水路から水が
あふれる「溢

いっ

水
すい

」を防止するための排水ポン
プや、一時的に水を溜めてから流す貯留池に
ついて現地視察を行いました。
加須市では、市内での溢水を防止するため

に策定した「第３次加須市溢水対策計画」や、
整備する水路を公平に選び、市民にわかりや
すく伝えるための「排水路整備事業評価シス
テム」について調査を行いました。
市街地の溢水対策は、本市でも進められて

いる状況ですが、今
後大きな被害が発生
しないよう、安全・
安心なまちづくりを
目指していきます。

建 設 委 員 会
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あいづわかまつ広報議会　 6．5．123

日 月 火 水 木 金 土
6/2 3 4 5 6

開会日
（提案理由
説明）

7 8

9 10
本会議
（一般質問）

11
本会議
（一般質問）

12
本会議
（一般質問）

13
本会議
総括質疑
予算決算委
員会

14
文教厚生委
員会
建設委員会
予算決算委
員会（第２
・第４分科
会）

15

16 17
総務委員会
産業経済委
員会
予算決算委
員会（第１
・第３分科
会）

18 19
予算決算委
員会

20 　　　21
最終日
（委員会審
査報告～表
決)

22

※　本会議は午前10時から、委員会は午前９時30分から開催され
　ます。
　　なお、日程は変更になる場合があります。
　　最新の情報はホームページなどでご確認ください。

６月定例会議の日程

●�　点字版広報議会、声の広報議会も発行して
います。ご希望の方は議会事務局までお知ら
せください。

●�　声の広報議会は、市議会ホーム
ページでも聞くことができます。

点字広報議会
声の広報議会

放送日…５月23日（木）午後１時から
１時15分まで

�※再放送は、
　同日午後７時から
　　  ～７時15分まで

●�　「市役所情報スタジアム」で市議会の情報
を発信しています。

エフエム会津

FM 76.2MHz
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会津若松市議会会津若松市議会
議会モニター議会モニター

◎あなたの声を反映し、
より良い議会運営に！

　市民の皆さまの意見を政策に反
映できる議会にするため、「広報
議会モニター」を発展させ、新た
に「議会モニター」を設置します。

◎モニターの役割
　モニターの皆さまには、広報広
聴委員会が依頼する調査事項等へ
の回答や市議会議員との意見交換
などを行っていただきます。

新しく設置
します！ 募集

●募集人員…５名（モニター40名のうち、５名を募集します）
　※募集人員を超えた場合は抽選
●任期…委嘱した日から令和８年３月31日まで
●応募資格…次の事項を全て満たす人
　⑴　市内に住所があるか、市内に通勤・通学している人
　⑵　令和６年４月１日現在で満16歳以上である人
　⑶　�国及び地方公共団体の首長・議会議員（過去に首長・議会議員

だった者）でない人
●�提出書類…市議会事務局に備え付けの申込書（応募動機、広報議会
５月号の感想等を含む）に記入し、提出ください（郵送、電子メー
ル、ファクスも可)。
　申込書は市のホームページからもダウンロード可
●締め切り…令和６年５月31日（金）必着

●問い合わせおよび宛先…会津若松市議会事務局　〒965-8601　※郵送の場合、住所は不要です。
　電話：39-1323（直通）　ファクス：39-1470　電子メール  gikai@tw.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp
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第29回市民との意見交換会を開催します

議員の班編成
（◎は各班の　
　　代表者）

１班　◎大竹　俊哉、笹内　直幸、長谷川純一、大山　享子、松崎　　新
２班　◎戸川　稔朗、平田　久美、髙梨　　浩、原田　俊広、長郷潤一郎
３班　◎丸山さよ子、中川　廣文、髙橋　義人、村澤　　智、渡部　　認
４班　◎譲矢　　隆、大島　智子、小畑　　匠、古川　雄一、横山　　淳、石田　典男
５班　◎成田　芳雄、柾屋奈津子、奥脇　康夫、内海　　基、吉田　恵三、小倉孝太郎

　※清川雅史議長は班に所属せず、日程調整し参加することとなります。

☞意見交換会が終わったあとは、７月中旬から
①市ホームページで結果を報告します。　②開催会場で報告書をご覧いただけます。

WANPUG

５月９日(木)
　　　　　　①18:00� 【４班】
　　　　　　②城西コミュニティセンター
③城西地区の地域福祉について　ほか
城西地区

　　　　　　①18:00� 【２班】
　　　　　　②東公民館
③東山地域の防災について　ほか
東山地区

５月10日(金)
　　　　　　①18:00� 【２班】
　　　　　　②南公民館
③子ども・子育て支援について　ほか
門田地区

５月７日(火)
　　　　　　①18:00� 【３班】
　　　　　　②行仁コミュニティセンター
③これからの地域のつながりづくりに
　ついて  ほか

行仁地区

　　　　　　①18:30� 【１班】
　　　　　　②鶴城コミュニティセンター
③スポーツを通じた地域づくりについて
　ほか

鶴城地区

　　　　　　　①18:30� 【４班】
　　　　　　　②北会津支所ピカリンホール
③地域防災について　ほか
北会津地区

○市内15地区で５月７日（火）から15日（水）までの日程で開催します。
　どなたでも参加できますので、ご都合のよい会場へお気軽にお越しください。

　地区名  
①開始時刻【担当班】
②開催会場
③意見交換のテーマ

　　　　　　①18:30� 【５班】
　　　　　　②河東農村環境改善センター
③河東地区のまちづくりについて　ほか
河東地区

５月８日(水)
　　　　　　①18:30� 【４班】
　　　　　　②日新コミュニティセンター
③日新地区のまちづくりについて　ほか
日新地区

　　　　　　①18:30� 【１班】
　　　　　　②中央公民館神指分館
③スポーツを通じた地域づくりについて
　ほか

神指地区

　　　　　　①18:30� 【５班】
　　　　　　②一箕公民館
③一箕地区のまちづくりについて　ほか
一箕地区

　　　　　　①18:30� 【１班】
　　　　　　②謹教コミュニティセンター
③スポーツを通じた地域づくりについて
　ほか

謹教地区

　　　　　　　　①18:30� 【３班】
　　　　　　　　②北公民館 
③これからの地域のつながりづくりに
　ついて　ほか

町北･高野地区

　　　　　　①18:30� 【５班】
　　　　　　②湊公民館
③湊町の諸課題について　ほか
湊地区

５月14日(火)
　　　　　　①18:00� 【２班】
　　　　　　②大戸公民館  
③大戸地区のまちづくりについて
～みんなが住みよいまちのために～　ほか

大戸地区

５月15日(水)
　　　　　　①18:00� 【３班】
　　　　　　②城北コミュニティセンター
③これからの地域のつながりづくりに
　ついて　ほか

城北地区

✿あらかじめ、意見交換したい内容をお持
ちの方は、市議会ホームページ、または、
電話・ＦＡＸにより、「氏名・住所・電話
番号・参加日程（会場）」と併せて、議会
事務局までお知らせください。
電話 ３９－１３２３　　
FAX ３９－１４７０ 市議会

ホームページ


